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豊豊予予海海峡峡ルルーートトのの実実現現にに向向けけてて  

 

平成 28 年及び令和８年の熊本地震や令和８年８月千葉豪雨をはじ
めとする各地での豪雨などの自然災害が甚大な被害をもたらしたこと
や、令和６年８月には南海トラフ地震臨時情報が初めて発令されるな
ど、近い将来、首都直下型地震及び南海トラフ地震の発生が高い確
率で予測されていることを鑑みると、東京への過度な集中を是正し、国
土全体にわたり人口や諸機能が分散的に配置されることが喫緊の課
題であります。 

人口減少、少子・高齢化が急激に進行する中、新時代を切り拓く国
土づくりに向けては交流人口の拡大等が必須であり、広域ブロック相互
間の連携を強化し、シームレスな拠点連結型国土を構築することが求
められています。 

「国土形成計画（全国計画）」により長期的な視点から取り組むとさ
れた豊予海峡ルートは中国、四国、九州の海峡部を結ぶ基幹的なネ
ットワークを複線化し、全国的な回廊ネットワークの一翼を担う太平洋新
国土軸の形成に不可欠な海峡横断プロジェクトであり、災害時におけ
るリダンダンシーの確保の面からも極めて重要なルートです。 

また、豊予海峡ルートは、アジア諸国との地理的・文化的な近接性
という優位性を活かし、広域国際交流圏の形成とともに、地域の交流・
連携による西瀬戸地域全体の広域経済文化圏の構築に大きく寄与す
るものであります。 

さらに、リニア中央新幹線等によって形成される「日本中央回廊（ス
ーパー・メガリージョン）」と短時間で結ばれることで商圏が大きく拡大し、
中国、四国、九州のみならず日本全体の国力強化に大きく寄与するも
のでもあります。 

そこで、次の事項について提言いたします。 

１ 太平洋新国土軸構想を形成する豊予海峡ルート（豊後伊予連絡
道路、四国新幹線）の実現につながる技術開発や研究調査を積
極的に推進するとともに、新たな整備財源のあり方を早急に検討す
ること。 

２ 広域経済文化圏の構築に不可欠な豊予海峡ルートを含む交通 
ネットワークの形成に向けてフェリーを含めた総合的な交通体系が維
持・確保されるよう必要な支援を行うこと。 
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